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文
語
の
視
聽
覺
敎
材
を
め
ぐ
り
て
(
其
の
四
) 

 
 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 

一 

源
氏
物
語
(
一
〇
〇
八
年
文
獻
初
出
) 

◎
Ｃ
Ｄ
二
百
五
枚
組
「
村
山
リ
ウ 

源
氏
物
語
」(
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
) 

村
山
リ
ウ
は
一
九
〇
三
年
生
れ
、
一
九
九
四
年
歿
。
日
本
女
子
大
國
文
科
卒
。
源
氏
物
語
の
語
り
部
と
し

て
は
他
の
追
隨
を
許
さ
ず
。
村
山
リ
ウ
の
源
氏
物
語
關
聯
書
籍
は
、
創
元
社
「
源
氏
物
語
上
中
下
卷
」

(
昭
和
三
十
五
、
六
年
刊
)、
日
本
放
送
協
會
「
私
の
源
氏
物
語
」(
昭
和
五
十
二
年
刊
)、
讀
賣
新
聞
社

「
と
き
が
た
り
源
氏
物
語
」(
昭
和
五
十
七
年
刊
)、
講
談
社
「
說
き
語
り
源
氏
物
語
」(
昭
和
五
十
八
年

刊
)、
主
婦
の
友
社
「
新
裝
版
源
氏
物
語
と
こ
が
た
り
」
な
ど
數
多
あ
れ
ど
、
そ
の
本
領
は
講
演
の
錄
音

に
あ
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。
こ
れ
ま
で
カ
セ

ト
を
中
心
と
し
て
幾
種
類
も
の
視
聽
覺
敎
材
(「
村
山
リ
ウ

が
語
る
源
氏
物
語
」、「
村
山
リ
ウ
源
氏
を
語
る
」、「
村
山
リ
ウ
源
氏
物
語
抄
と
き
が
た
り
」、「
源
氏
物
語

と
私
」)
を
蒐
集
し
つ
れ
ど
、
今
囘
の
一
九
九
六
年
發
賣
の
二
百
五
枚
組
の
Ｃ
Ｄ
全
集
こ
そ
、
究
極
の
決

定
版
な
れ
。
一
生
の
寶
と
な
り
得
べ
し
。
メ
ル
カ
リ
に
て
、
待
望
の
Ｃ
Ｄ
セ

ト
を
、
新
品
定
價
四
十
九

萬
圓
の
處
、
中
古
五
萬
一
千
五
百
圓
に
て
遂
に
購
入
せ
り
。
流
石
に
質
量
共
に
壓
倒
的
に
て
、
本
商
品
に

よ
り
源
氏
物
語
の
殆
ど
を
理
解
し
得
る
と
の
觸
れ
込
み
も
誇
張
に
非
ず
。
永
年
の
夢
遂
に
叶
ひ
ぬ
。
な

ほ
、
小
生
の
祖
母
(
父
の
母
)
も
よ
り
上
の
世
代
な
れ
ど
、
矢
張
り
日
本
女
子
大
を
卒
業
し
た
る
關
西
の

敎
養
人
な
り
し
か
ば
、
そ
の
勢
ひ
の
あ
る
關
西
辯
の
口
調
に
相
似
た
る
趣
あ
り
、
懷
か
し
さ
を
覺
ゆ
る
次

第
な
り 

 

二 

徒
然
草
(
成
立
は
一
三
三
〇
年
頃
) 

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ア
ニ
メ
古
典
文
學
館 

徒
然
草
」
監
修
三
木
紀
人
(
サ
ン
・
エ
デ

ケ

シ

ナ
ル
) 

奇
緣
な
る
か
な
、
お
茶
の
水
女
子
大
學
名
譽
敎
授
の
三
木
す
み
と
先
生
(
一
九
三
五
年
生
れ
)
に
は
、
遙

か
昔
、
東
大
卒
業
直
後
の
新
米
高
校
講
師
と
し
て
接
し
、
古
文
を
學
び
た
る
記
憶
こ
そ
あ
れ
。
徒
然
草
は

ア
ニ
メ
に
馴
染
み
易
し
。(
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、「
あ
だ
し
野
の
露
」、「
神
無
月
の
こ
ろ
」、「
仁
和
寺
に
あ
る

法
師
」、「
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
」、「
高
名
の
木
の
ぼ
り
」、「
八
つ
に
な
り
し
年
」
の
六
篇
を
收
錄

す
。
約
二
十
分
。
ビ
デ
オ
に
て
鑑
賞
せ
ば
、
子
供
に
て
も
分
り
易
し
。) 

◎
Ｃ
Ｄ
三
枚
組
「
徒
然
草
」
朗
讀
寺
田
農
、
解
說
水
上
勉
(
新
潮
社
) 

全
二
百
四
十
三
段
の
う
ち
、
味
は
ひ
深
き
九
十
九
段
を
收
錄
す
。
朗
讀
は
寺
田
農

み
の
り

、
一
九
四
二
年
生
れ
、

文
學
座
一
期
生
。
朗
讀
百
四
十
五
分
、
解
說
四
十
六
分
。
水
上
勤
(
一
九
一
九
年
生
れ
、
二
〇
〇
四
年

歿
。
雁
の
寺
に
て
直
木
賞
受
賞
。)
の
解
說
は
今
と
な
り
て
は
實
に
貴
重
な
り
。 
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◎
パ
ソ
コ
ン
對
應
の
Ｃ
Ｄ
「
徒
然
草
」
朗
讀
左
大
臣
光
永
(
左
大
臣
ど

と
こ
む
) 

原
文
の
全
文
及
び
現
代
語
譯
の
朗
讀
を
收
錄
す
。 

 

三 

奧
の
細
道
(
出
版
は
芭
蕉
死
後
の
一
七
〇
二
年
) 

◎
Ｖ
Ｈ
Ｓ
十
四
卷
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
朗
讀
西
村
晃
、
ナ
レ

シ

ン
藤
田
弓
子 

芭
蕉
研
究
者
に
と
り
て
垂
涎
の
內
容
な
る
こ
と
、
疑
ひ
無
し
。
こ
の
壓
倒
的
な
る
ボ
リ

ム
は
、
他
を

壓
す
。
關
係
美
術
館
の
案
內
ま
で
、
到
れ
り
盡
せ
り
の
內
容
な
り
。 

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
枚
組
ボ

ク
ス
「
お
く
の
ほ
そ
道
を
步
こ
う
」
黛
ま
ど
か
、
榎
木
孝
明
(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
) 

Ｅ
Ｔ
Ｖ
の
敎
養
番
組
よ
り
。
二
〇
〇
七
年
九
月
、
十
月
放
送
分
。
第
一
卷
「
芭
蕉
を
驅
り
立
て
た
奧
州
へ

の
旅
」
一
一
八
分
、
第
二
卷
「
芭
蕉
が
步
い
た
日
本
海
の
旅
情
」
九
十
七
分
。
俳
人
黛
ま
ど
か
と
俳
優
榎

木
孝
明
の
眞
面
目
な
る
組
合
せ
は
す
が
す
が
し
。
定
價
七
千
六
百
圓
也
。 

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
く
の
細
道
」(
パ
ナ
ソ
ニ

ク
) 

副
題
は
、
幻
の
書
芭
蕉
自
筆
「
お
く
の
細
道
」
全
編
收
錄
。
自
筆
本
を
眺
め
つ
つ
奈
良
岡
朋
子
の
朗
讀
を

樂
し
む
こ
と
を
得
。
さ
ら
に
、
芭
蕉
の
步
き
し
道
を
尋
ね
て
の
ド
キ

メ
ン
タ
リ

映
像
も
附
す
。 

○
Ｖ
Ｈ
Ｓ
二
卷
「
お
く
の
ほ
そ
道
」(
テ
イ
チ
ク
) 

石
坂
浩
二
の
朗
讀
は
安
定
感
あ
り
。 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
五
枚
組
ボ

ク
ス
「
謎
の
奧
の
細
道
を
た
ど
る
」
森
村
誠
一
(
角
川
書
店
) 

角
川
グ
ル

プ
角
川
歷
彦
氏
(
一
九
四
三
年
生
れ
)
の
企
畫
に
よ
る
テ
レ
ビ
番
組
十
三
囘
分
。
合
計
三
三

五
分
。
ミ
ス
テ
リ

小
說
の
巨
匠
森
村
誠
一
(
一
九
三
三
年
生
れ
、
靑
山
學
院
大
學
英
文
科
卒
、
ホ
テ
ル

ニ

オ

タ
ニ
勤
務
、
江
戸
川
亂
步
賞
受
賞
。)、
數
々
の
名
句
に
濳
む
謎
に
挑
戦
す
。
氏
曰
く
、
奧
の

細
道
は
芭
蕉
の
生
き
樣
の
哲
學
を
あ
ら
は
し
、
未
知
の
遠
方
へ
の
移
動
は
句
魂
を
磨
け
り
と
。
定
價
二
萬

九
千
四
百
圓
な
り
。 

○
Ｃ
Ｄ
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
朗
讀
幸
田
弘
子
(
Ａ
Ｎ
Ｙ
) 

旣
に
幸
田
弘
子
の
朗
讀
は
別
途
紹
介
し
た
る
も
、
こ
れ
は
別
の
收
錄
。
講
師
役
は
尾
形
仂

つ
と
む

(
一
九
二
〇
年

生
れ
、
東
京
敎
育
大
學
敎
授
等
を
歷
任
)。 

(
令
和
四
年
十
一
月
三
日
受
附
) 

  


